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LPI認定試験 LPICレベル 1 《101/102》リリース 2新出題範囲対応 

【最短合格】テキスト＆問題集 

 

＜正誤表＞ 

 

●2ページ 注意 (3) の 2行目 
【誤】→ 本書および本書付属の CD-ROM を使用 
【正】→ 本書を使用 
     ※本書には CD-ROMは付属していません。 
 
●3ページ まえがき 中段枠内 ②の 1行目 
【誤】→ キーワードを赤字で 
【正】→ キーワードを青字で 
 
●3、20、24、27 ページの上のページ枠外ヘッダ部分、20 ページ本文 1 行目、各章扉および各節の開始ページの枠
外のヘッダ部分 

【誤】→ Linux Professional Institue Certificate 
【正】→ Linux Professional Institue Certification 
 
●22ページ 102試験出題範囲のシェル、スクリプト、プログラミング、コンパイルの段の 2行目 
【誤】→ 単なスクリプト 
【正】→ 簡単なスクリプト 
 
●27ページ 本書の使い方 
【訂正】→ 「コマンド構文」欄と「例題と解答」欄の説明文が逆になる。 
 
●34ページ 「解説」の 12行目 
【誤】→ PPP(Point to Point s Protocol) 
【正】→ PPP(Point to Point Protocol) 
 
●37ページ 最上段の表のタイトル 
【誤】→ ▼一般的な IRQ割り当て状況 
【正】→ ▼パラレル ATA とシリアル ATAの比較 
 
●42ページ 「例題の解答」 
【誤】→ usb-uhciが利用される。 
【正】→ カーネル 2.4では usb-uhciが、カーネル 2.6では解答選択肢 Eの uhci_hcdが利用される。 
 
●61ページ 出題ポイント Debianパッケージの操作① 8行目 
【誤】→ # dpkg -P | --purge パッケージファイル名 
【正】→ # dpkg -P | --purge パッケージ名 
 
●62ページ 「コマンド構文」のオプション(アンインストール)の 2行目 
【誤】→ -p,--purge 
【正】→ -P,--purge 
 
●63ページ 「例題の解答」の 2行目 
【誤】→ -listfilesか-Lオプションを付けて実行する。 
【正】→ --listfilesか-Lオプションを付けて実行する。 
 
●65ページ 「コマンド構文」のオプションの 4行目 
【誤】→ 空行 
【正】→ を rpm形式のパッケージファイルに変換する 
 
●75ページ 「コマンド構文」の「▼一時的にコマンドエイリアスを無効にす 
る」の 1行目 
【誤】→ $ alias ri = 'rm -i' 
【正】→ $ alias ri='rm -i'   ※ ＝前後のスペースを削除 
 
●76ページ 1行目 
【誤】→ なお、「env」は変数の値を設定することもできる。 
【正】→ なお、「env」は変数の値をコマンドラインで一時的に変更してコマンドを実行することもできる。 
 
●76ページ 「コマンド構文」 
【誤】→ env [環境変数名=値] 
【正】→ env [環境変数名=値] [コマンド] 
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●77ページ 「解説」の「▼シェル変数 varの設定例」の 1行目 
【誤】→ echo var 
【正】→ echo $var 
●79ページ 「解説」の 4行目 
【誤】→ 「find」「grep」や「sed」などのコマンドと併用される 
【正】→ 「find」「cat」や「ls」などのコマンドと併用される 
 
●82ページ 「コマンド構文」オプションの 2行目 
【誤】→ ァイルの先頭から n行分を表示する 
【正】→ ファイルの先頭から n行分を表示する 
 
●89ページ 解答 1行目 
【誤】→ 「sort」では、-jでフィールド区切り文字、 
【正】→ 「sort」では、-tでフィールド区切り文字、 
 
●91ページ uniq コマンド構文 
【誤】 uniq [ファイル名 1] [ファイル名 2] 
【正】 uniq [オプション] [ファイル名] 
 
●101ページ 図中（リダイレクトの仕組み） 
【誤】→ リダイレクトを使用すると入力元や出力元を 
【正】→ リダイレクトを使用すると入力元や出力先を 
 
●103ページ 「解答」5行目 
【誤】→ リダイレクトされるが、標準出力はリダイレクトされずディスプレイに表示される。 
【正】→ 標準出力とともにファイルにリダイレクトされる。 
 
●109ページ 出題ポイント「PID1000のプロセスを強制終了するには」のコマンド 1行目 
【誤】→ $ kill -SIGTERM 1000 
【正】→ $ kill -SIGKILL 1000 
 
●112ページ 
＜解答＞ 
【誤】→A、B、D 
【正】→A、B、C、D、E 
＜問題解説の 2行目＞ 
【誤】→シグナル番号９を指定する。 
【正】→シグナル番号 15 を指定する。 
 
●121ページ 「コマンド構文」オプションの 5行目 
【誤】→ -n ・・・・・ 一致した行を先頭に行番号を付けて表示する 
【正】→ -n ・・・・・ 先頭に行番号を付けて、一致した行を表示する 
 
●122ページ 「sed」コマンドの使用例 表 2行目 
【誤】 sed 's/str1/str2/g' 
【正】 sed 's/str1/str2/g' file1 
 
●131ページ 1行目 
【誤】→ ▼ISCSI接続デバイスファイル名 
【正】→ ▼SCSI接続デバイスファイル名 
 
●155ページ 11行目 
【誤】→ ▼ディレクトリ dir1にパーミッション rwx-r-xr-x を設定して確認する 
【正】→ ▼ディレクトリ dir1にパーミッション rwxr-xr-xを設定して確認する 
 
●155ページ 12行目 
【誤】→ chmod 755 file1 
【正】→ chmod 755 dir1 
 
●155ページ 13行目 
【誤】→ ls -l dir1 
【正】→ ls -ld dir1 
 
●156ページ 「例題」選択肢Ｃ 
【誤】→ C.chmod u+x,wo=rx file1 
【正】→ C.chmod u+x,go=rx file1 
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●157ページ 「SUID、SGID、スティッキービットの機能比較」表 一番右側の列・上から 5番目のセル（実行可能ファ
イルの行） 
【誤】→ プロス 
【正】→ プロセス 
 
●157ページ 下から 9行目 
【誤】→ ▼現在のパーミッションが 777のファイル file1に SUID を設定して確認する 
【正】→ ▼現在のパーミッションが 777のファイル file2に SUID を設定して確認する 
 
●157ページ 下から 2行目 
【誤】→ ls -l dir1 
【正】→ ls -ld dir1 
 
●162ページ 「解説」「▼ファイル file1の所有グループを linux1に変更する」3行目 
【誤】→ $ chown user1 file1 ; ls -l file1 
【正】→ $ chgrp linux1 file1 ; ls -l file1 
 
●163ページ ハードリンクの実行結果の枠内 4～5行目 
【誤】 30000 -rw-r--r-- 1 root root 1089 Mar 3 2007 file1 
    30000 -rw-r--r-- 1 root root 1089 Mar 3 2007 file2 
【正】 30000 -rw-r--r-- 2 root root 1089 Mar 3 2007 file1 
    30000 -rw-r--r-- 2 root root 1089 Mar 3 2007 file2 
 
●164ページ 「例題」 
【誤】→  
 ディレクトリ dir1から dir2に、ハードリンクを作成したい。コマンドとして適切なものはどれか。 
A. ln -d dir1 dir2 
B. ln dir2 dir1 
C. ln -d dir2 dir1 
D. ln dir1 dir2 
E. ln dir1 > dir2 
 
【正】→  
 ファイル file1から file2に、ハードリンクを作成したい。コマンドとして適切なものはどれか。 
A. ln -d file1 file2 
B. ln file2 file1 
C. ln -d file2 file1 
D. ln file1 file2 
E. ln file1 > file2 
 
●165ページ 2行目 
【誤】→ ▼ファイル file1 を file2 というリンクファイルからも参照できるようにシンボリック 
【正】→ ▼ファイル file1 を file2 というリンクファイルからも参照できるようにシンボリックを作成する 
 
●166ページ 「コマンド構文」オプション「-perm」 
【訂正】→ 「-perm permission」と「-perm -permission」の説明が逆 
 
●167ページ 「例題」1行目 
【誤】→ 現在 5日前までに変更されたファイル 
【正】→ 5日前より現在までに変更されたファイル 
 
●167ページ 「例題解答」 
【誤】→ n日前までに更新されたファイル 
【正】→ n日前より現在までに更新されたファイル 
 
●169ページ whatis コマンド構文 
【誤】 whatis コマンド 
【正】 whatis キーワード 
 
●180ページ 出題ポイント「リモート X クライアント」3つ目の解説文 
【誤】→ 送信側 
【正】→ 受信側 
 
●181ページ ▼hostによる設定例 
【誤】→ ▼hostによる設定例 
【正】→ ▼xhostによる設定例 
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●195ページ 最下行より 6,5行目 
【誤】→ 新カーネルから OSをロードできるようにする。 
【正】→ 新カーネルをロードできるようにする。 
 
●201ページ 「例題」選択肢 C 
【誤】→ C.root=/dev/hdb3v 
【正】→ C.root=/dev/hdb3 
 
●206ページ ▼デフォルトランレベル３が指定されている/etc/inittabの例(一部抜粋) 
【誤】→ id:3:initdefault 
【正】→ id:3:initdefault: 
 
●233ページ 「解説」2行目 
【誤】→ ~/bash_profile 
【正】→ ~/.bash_profile 
 
●236ページ ▼「for」による繰り返し処理例「for_example」 2行目 
【誤】→ for WORD in linux example test 
【正】→ for WORD in linux foo test 
 
●237ページ 「解説」の「コマンド構文」の下 1行目 
【誤】→ [$num -lt 10] 
【正】→ [$num -le 10] 
 
●237ページ ▼while を用いた繰り返し処理例「while_example」の 3行目 
【誤】→ while [ $num -l t 10]; 
【正】→ while [ $num -le 10 ]; 
 
●238ページ 「解答」 1行目 
【誤】→ A、Dは for文で条件を 
【正】→ A、Cは if文で条件を 
 
●248ページ 8行目 
【誤】→ アカウントの有効期限 
【正】→ パスワードの有効期限 
 
●248ページ 下から 7行目の見出し 
【誤】→ ▼/etc/shadow 
【正】→ ▼/etc/gshadow 
 
●252ページ 「▼syslog.confの記述例」 1行目 
【誤】→ #authpriv と cron以外のファシリティからのログのうち 
【正】→ #mail と authpriv と cron以外のファシリティからのログのうち 
 
●255ページ 表中（atの使用制限） 
【誤】→ /etc/at.denyに記述されていいユーザーのみが使用可能 
【正】→ /etc/at.denyに記述されていないユーザーのみが使用可能 
 
●265ページ ▼今日の日付をを YYYY-MM-DD形式で表示する例 見出し 
【誤】→ ▼今日の日付をを YYYY-MM-DD形式で表示する例 
【正】→ ▼今日の日付を YYYY-MM-DD形式で表示する例 
 
●272ページ 4行目 
【誤】→ 32bitのものはクラス C とされている 
【正】→ 24bitのものはクラス C とされている 
 
●273ページ ▼「192.168.0.128/27の例」ブロードキャストアドレス 
【誤】→ 192.168.0.255 
【正】→ 192.168.0.159 
 
●274ページ 5行目 
【誤】→ クラス C：192.168.1.0～192.168.1.255 
【正】→ クラス C：192.168.0.0～192.168.255.255 
 
●275ページ 最後から 2行目 
【誤】→ 1025以降のポート 
【正】→ 1024以降のポート 
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●285ページ コマンド構文 最下行 
【訂正】→ 「※IPアドレスとポート番号を組み合わせたアドレスのこと」を削除 
 
●293ページ 「例題」選択肢のアイコン 
【訂正】 
複数回答なので、選択肢アイコンは「ラジオボタン」ではなく「チェックボックス」に変更 
 
●305ページ 「出題ポイント メールの転送①」の 3行目および表「エイリアス設定ファイルと記載例」の最下行 
【誤】→ /var/qmail/aliases/ 
【正】→ /var/qmail/alias/ 
 
●317ページ 4行目 
【誤】→ ns1.bar.jp. 
【正】→ ns2.foo.jp. 
 
●317ページ 9行目 
【誤】→ smtp1.bar.jp. 
【正】→ smtp2.foo.jp. 
 
●320ページ 「出題ポイント SSHのホスト認証」の 1行目 
【誤】→ SSHは共通鍵方式で経路上の情報を暗号化・複号化する。 
【正】→ SSHは共通鍵方式で経路上の情報を暗号化・復号化する。 
 
●320ページ 「解説」 4～5行目 
【誤】→ まず SSHサーバ側で、通信を許可する SSH クライアントを認証することが必要となる。 
【正】→ サーバのなりすましをチェックするために、まず SSH クライアント側で、SSH サーバが正規のサーバかを認

証することが必要となる。 
 
●320ページ 「解説」 9行目 
【誤】→ 経路上のデータ暗号化・複号化を行い、 
【正】→ 経路上のデータ暗号化・復号化を行い、 
 
●320ページ ▼SSHホスト認証の仕組みの最下行 
【誤】→ データの暗号化・複号化を行う 
【正】→ データの暗号化・復号化を行う 
 
●331ページ 「例題解答」 
【誤】→ C 
【正】→ D 
 
●333ページ ●試験①・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・334 
【訂正】→ 同じ記述が 2行あるので最初の行を削除 
 
●336ページ 問題 11の選択肢 D 
【誤】→ D. dpkg isntall foo.deb 
【正】→ D. dpkg install foo.deb 
 
●346ページ 問題 53 選択肢のアイコン 
【訂正】→ チェックボックスをラジオボタンに訂正します 
 
●348ページ 問題 59 選択肢 D 
【誤】→ alias rm=rm -i 
【正】→ alias rm=rm-i    ※rm=rmの後のスペースを削除 
 
●353ページ 解答 40 解説 2行目 
【誤】→ 「fsck標識」「dump標識」が順番に 
【正】→ 「dump標識」「fsck標識」が順番に 
 
●364ページ 問題 39 問題文 
【誤】→ 正規表現^a?b[cde] 
【正】→ 正規表現^ab*[cde] 
 
●365ページ 問題 41 1～2行目 
【訂正】→ 「マウントオプション defaultsを指定して mount コマンドを入力する。」を削除します 
 
●367ページ 問題 52 選択肢 B 
【誤】→ B. ind /home -size -1MB 
【正】→ B. find /home -size -1MB 
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●373ページ 解答 28 解説 1行目 
【誤】→ Aオプション 
【正】→ -Aオプション 
 
●373ページ 解答 33 
【誤】→ '0,5d' 
【正】→ '1,5d' 
 
●374ページ 解答 37 解説 3行目 
【誤】→ -tオプションに ext3 を指定して実行する。 
【正】→ -tオプションに ext3 を指定して mkfs コマンドを実行する。 
 
●374ページ 解答 39 
【誤】→ B、C、E 
【正】→ B、E 
 
●374ページ 解答 39 解説 1行目 
【誤】→ ?は任意の 0文字か 1文字 
【正】→ *は直前の 1文字の 0回以上の繰り返し、 
 
●374ページ 解答 40 解説 2行目 
【誤】→ 「fsck標識」「dump標識」が順番に 
【正】→ 「dump標識」「fsck標識」が順番に 
 
●374ページ 解答 41 解説 
＜1行目＞ 
【訂正】→ 「マウントオプション」、を削除します 
＜2～3行目＞ 
【誤】→ 「マウントオプション」 
【正】→ 「ファイルシステムタイプ」 
 
●379ページ 問題 11 1行目 
【誤】→ ~/rpmdirディレクトリに 
【正】→ ~/rpmディレクトリに 
 
●384ページ 問題 32 2行目 
【誤】→ 3番目の文字が「b」以外 
【正】→ 2番目の文字が「b」以外 
 
●392ページ 解答 11 解説 4行目 
【誤】→ 場合にのみ新規インストールを行う。 
【正】→ 場合には新規インストールを行う。 
 
●400ページ 問題 11 選択肢 C 
【誤】→ -p 
【正】→ -P 
 
●403ページ 問題 25 
＜問題文 1行目＞ 
【誤】→ /tmp以下に 
【正】→ /tmpの下に 
＜選択肢 A＞ 
【誤】→ rm -ri /tmp 
【正】→ rm -ri /tmp/* 
 
●407ページ 問題 42の 1行目 
【誤】→ 自動的にクォータが設定されるように 
【正】→ 自動的にユーザクォータが設定されるように 
 
●408ページ 問題 47 全選択肢 
【誤】→ script1 
【正】→ tmp 
 
●408ページ 問題 50 選択肢 D 
【訂正】→ 選択肢 Dを削除（Eが Dになる） 
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●413ページ 解答 15 
【誤】→ B 
【正】→ A 
【訂正】 解答説明文を以下に差し替える。 
直前にコマンドラインで変数 var を lpi としているものの、testスクリプト内であらためて変数 varを linux としている。 
 
●416ページ 解答 41 解説 2行目 
【誤】→ 「fsck標識」「dump標識」が順番に 
【正】→ 「dump標識」「fsck標識」が順番に 
 
●417ページ 解答 47 
【誤】→ B 
【正】→ C 
 
●418ページ 解答 52 解説 5行目 
【誤】→ 一定のアクセス権が付されたファイルのみを検索したい場合は、 
【正】→ 一定のアクセス権以上が付されたファイルのみを検索したい場合は、 
 
●418ページ 解答 54 
【誤】→ B 
【正】→ C 
 
●425ページ 問題 25 1行目 
【誤】→ /tmp以下に存在するファイルやディレクトリを 
【正】→ /tmpの下に存在するファイルやディレクトリを 
 
●428ページ 問題 37 選択肢 E 
【誤】→ mke2fs -t ext3 /dev/hda7 
【正】→ mkfs -t ext3 /dev/hda7 
 
●429ページ 問題 43 2行目 
【誤】→ file file1 file10 file 100 file21 
【正】→ file file1 file10 file100 file21 
 
●434ページ 解答 04 
【誤】→ C、D 
【正】→ C 
 
●434ページ「解答 04 解説 2行目 
【誤】→ USB2.0のモジュールとして ehci_hcdが使用される。 
【正】→ USB2.0のモジュールとして ehci-hcdが使用される。 
 
●436ページ 解答 20 
【誤】→ -k2 
【正】→ -k2 -n 
 
●438ページ 解答 37 解説 3行目 
【誤】→ -tオプションに ext3 を指定して実行する。 
【正】→ -tオプションに ext3 を指定して mkfs コマンドを実行する。 
 
●438ページ 解答 41 解説 2行目 
【誤】→ 「fsck標識」「dump標識」 
【正】→ 「dump標識」「fsck標識」 
 
●439ページ 解答 50 解説 2行目 
【誤】→ ln コマンドでは「リンク先」「リンク元」の順 
【正】→ ln コマンドでは「リンク元」「リンク先」の順 
 
●447ページ  問題 26 選択肢 C 
【誤】→ C. ls -l 
【正】→ C. ls -ld 
 
●450ページ 問題 42 
【訂正】 
選択肢Dを削除し、EがDになる。問題文中「すべて選択せよ」を「１つ選択せよ」に変更する。これに伴い、選択肢ア
イコンを「チェックボックス」から「ラジオボタン」に変更する。 
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●456ページ 解答 13 
【誤】→ -ql 
【正】→ ql 
 
●456ページ 解答 14 
【誤】→ -qf 
【正】→ qf 
 
●457ページ 解答 29 解説 3行目 
【誤】→ プロセスを強制終了させる。 
【正】→ プロセスを正常終了させる。 
 
●459ページ 解答 40 解説 2行目 
【誤】→ 「fsck標識」「dump標識」が順番に 
【正】→ 「dump標識」「fsck標識」が順番に 
 
●459ページ 解答 42 
＜解答＞ 
【誤】→ B、D 
【正】→ B 
＜解説 1行目＞ 
【誤】→ C→A→E 
【正】→ C→E→A 
＜解説 2行目＞ 
【追記】→ なお、ディストリビューションによっては quotacheck コマンドを実行する前に Dが必要となる場合もある。 
 
●459ページ 解答 49 
【誤】→ C、E 
【正】→ B、C、E 
 
●489ページ 問題 27 問題文 2行目 
【誤】→ * * * * * 1 
【正】→ * * * * 1 
 
●509ページ 問題 18 問題文中シェルスクリプト 3行目 
【誤】→  [ $num -lt 10]; 
【正】→  [ $num -le 10 ]; 
 
●521ページ 解答 18 2行目 
【誤】→ [ $num -lt 10] 
【正】→ [ $num -le 10 ] 
 
●522ページ 解答 33 
【誤】→ D 
【正】→ C 
 
●533ページ 問題 35 
【誤】→ www.foo.jp 
【正】→ www.hogfoo.jp 
 
●540ページ 解答 08 
【誤】→ D 
【正】→ C 
 
●543ページ 解答 39 
【誤】→ ipdown 
【正】→ ifdown 
 
●556ページ 問題 42 route コマンド実行例 3行目 
【誤】→ 192.168.1.0 192.168.0.10  255.255.255.0 U 0 0 0 - 
【正】→ 192.168.1.0 192.168.0.100 255.255.255.0 U 0 0 0 - 
 
●563ページ 解答 13 解説 2行目 
【誤】→ /usr/share/doc/ 
【正】→ /usr/share/info/ 
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●566ページ 解答 42 
【誤】→ B、C、D 
【正】→ C、D 
 
●568ページ 解答 57 
【誤】→ B、D、E 
【正】→ C、D、E 
 
●582ページ 問題 58 1行目 
【誤】→ パケットの送り先が 10.0.0.1の場合に 10.0.0.2に置き換える設定を 
【正】→ パケットの送り先が 192.168.0.20の場合に 192.168.1.20に置き換える設定を 
 
●587ページ 解答 37 
【誤】→ B、D、E 
【正】→ B、D 
 
●587ページ 解答 37 解説 2行目 
【誤】→ dhclients 
【正】→ dhclient 
 
●590ページ 解答 57 
【誤】→ -p 
【正】→ -j 
 
●590ページ 解答 57 解説文 2行目 
【誤】→ -pオプションを使用する。 
【正】→ -jオプションを使用する。 


